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■位　置　中華人民共和国西南地区の四川盆地北部
　　　　　（四川省の省都である成都から91km車で約１時間半）
■面　積　20,249k㎡（広島県の約２.４倍、庄原市の約16.２倍）
■人　口　約530万人
■地　形　西北部は山地と丘陵地一般的高度海抜500m以上
　　　　　中部と東南部は浅い丘陵平均海抜500m以下
■気　象　亜熱帯気候　冬温暖で霜期は短い。
　　　　　春の訪れは早く夏は長い。
　　　　　年平均気温は約16℃。年間降雨量は約980mm程度
■主要農産物　水稲・小麦・綿・柑橘・りんご・油料作物など

平成16年（2004）庄原市市制施行50周年記念事業として
「ゆめさくら」で四川料理フェアを開催

平成２年（1990）当時の雷副市長を招聘し、
経済技術友好協力協定を締結

平成11年（1991）庄原市から初めての青少年訪問団が
綿陽市を訪問

平成12年(2000)友好協定
締結10周年を記念し、
庄原市で記念式典と綿陽市
文化芸術団の公演を開催

平成12年(2000)
友好協定締結10周年を
記念し、綿陽市へ
綿陽庄原友好小学校を建設

平成21年（2009）、孫副市長を団長に
公式訪問団が来庄。
20周年記念行事について協議を実施

平成３年（1991）協定締結後、
初めての相互訪問に向かう公式訪問団

陽
市
は
、中
国
の
内
陸
部
、四
川
省

の
北
部
に
位
置
し
、四
川
省
の
省
都

で
あ
る
成
都
市
か
ら
北
東
へ
約
91
㌔
㍍
の

距
離
に
あ
る
成
都
に
次
ぐ
四
川
省
第
二
の

都
市
で
す
。

　
面
積
は
、２
万
2
4
9
平
方
㌔
㍍
、人
口

は
約
5
3
0
万
人
、長
虹
電
子
グ
ル
ー
プ
に

代
表
さ
れ
る
電
子
工
業
の
街
で
す
。歴
史
的

に
も
古
く
、三
国
時
代
に
は
、漢
中
と
蜀
と

を
結
ぶ
重
要
な
場
所
で
あ
り
、三
国
志
関
連

の
史
跡
な
ど
も
多
く
あ
り
ま
す
。ま
た
、唐

代
の
詩
人
李
白
な
ど
文
学
者
ゆ
か
り
の
地

で
も
あ
り
ま
す
。

和
59
年
９
月
17
日
に
広
島
県
と
四

川
省
が
姉
妹
都
市
締
結
を
行
い
ま

し
た
。ま
た
旧
庄
原
市
に
お
い
て
も
昭
和
58

年
か
ら
農
業
者
大
学
校
の
農
業
技
術
研
修

生
の
受
け
入
れ
、平
成
元
年
か
ら
広
島
県
立

大
学
留
学
生
の
受
け
入
れ
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
市
内
農
業
者
と
の
四
川
省
交

流
の
実
績
を
踏
ま
え
、市
民
の
交
流
気
運
が

醸
成
さ
れ
る
中
で
、県
と
四
川
省
を
通
じ
、

友
好
都
市
の
候
補
と
し
て
綿
陽
市
の
紹
介

を
受
け
、平
成
２
年
９
月
29
日
に
当
時
の
綿

陽
市
の
雷
副
市
長
を
庄
原
市
へ
招
聘
し
、「
経

済
技
術
友
好
協
力
協
定
」（
以
下「
友
好
協
定
」）

を
締
結
し
ま
し
た
。ま
た
平
成
８
年
５
月
に

は
、青
少
年
の
相
互
派
遣
な
ど
の
交
流
に
つ

い
て
協
議
確
認
を
行
い
、平
成
11
年
か
ら
青

少
年
相
互
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
の
１
市
6
町
に
よ
る
合
併
で
は
、

国
際
交
流
事
業
と
し
て
新
市
に
引
き
継
ぐ

こ
と
で
合
意
さ
れ
、現
在
ま
で
継
続
し
て
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

好
協
定
に
基
づ
き
、今
日
ま
で
庄
原

市
と
綿
陽
市
は
相
互
理
解
に
努
め
、

友
好
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
平
成
21

年
度
ま
で
に
公
式
訪
問
団
な
ど
の
相
互
訪

問
も
38
回
を
数
え
延
べ
3
3
0
人
が
両
市

で
交
流
し
、
平
成
11
年
か
ら
開
始
し
た
青

少
年
相
互
訪
問
も
6
回
実
施
さ
れ
、
両
市

の
児
童
、生
徒
・
教
師
ら
1
0
6
人
が
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
12
年
に
は
、友
好
協
定
締
結
10
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、庄
原
市
の
上
野
池
に
中

国
風
休
憩
施
設「
富
楽
」、綿
陽
市
に「
綿
陽

庄
原
友
好
小
学
校
」を
建
設
し
、庄
原
市
で

記
念
式
典
と
綿
陽
市
文
化
芸
術
団
の
公
演

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
16
年
に
は
、庄
原
市
市
制
施
行

50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、食
彩
館
し
ょ
う

ば
ら「
ゆ
め
さ
く
ら
」で
四
川
料
理
フ
ェ
ア
・

中
国
物
産
展
を
開
催
し
、市
民
を
は
じ
め
多

く
の
方
が
綿
陽
市
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

成
20
年
５
月
12
日
に
四
川
省
成
都

の
北
西
に
あ
る
　
川
県
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
・
5
の
地
震（
四
川
大
地
震
）が

発
生
し
ま
し
た
。こ
の
地
震
に
よ
り
綿
陽
市

で
も
多
く
の
方
が
被
害
に
遭
わ
れ
、ま
た
多

く
の
建
造
物
が
倒
壊
し
ま
し
た
。庄
原
市
で

は
、地
震
直
後
か
ら
街
頭
募
金
な
ど
を
行
い
、

市
民
の
方
を
は
じ
め
市
内
団
体
な
ど
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
を
、地
震
復
興
の
資
金

と
し
て
綿
陽
市
政
府
と
綿
陽
庄
原
友
好
小

学
校
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、綿

陽
市
内
で
も
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
、庄
原

市
民
の
綿
陽
市
復
興
を
願
う
気
持
ち
を
確

実
に
伝
え
、両
市
民
の
相
互
理
解
と
信
頼
を

よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
度
は
、友
好
協
定
を
締
結
し
て
20

周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。こ
れ
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
交
流
の
歴
史
と
成
果

を
両
市
民
で
共
に
祝
い
、今
後
ま
す
ま
す
友

好
協
力
関
係
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、両
市
で

記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。９
月
20
日
に
は
綿

陽
市
で
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
長
を
団
長
と
す
る
公
式
訪
問
団
と
、庄
原

市
日
中
親
善
協
会
を
中
心
に
市
民
の
方
で

編
成
さ
れ
る
市
民
友
好
訪
問
団
を
派
遣
し
、

記
念
式
典
な
ど
公
式
行
事
に
出
席
す
る
予

定
で
す
。ま
た
10
月
に
は
、綿
陽
市
か
ら
文
化

芸
術
団
を
招
き
市
民
会
館
で
公
演
を
行
う

予
定
で
す
。多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
綿
陽

市
の
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
と
な
り
、交

流
と
親
睦
が
よ
り
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

際
化
が
進
む
中
で
、異
な
る
文
化
や

歴
史
を
持
つ
人
々
と
の
触
れ
合
い
を

通
じ
て
、国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
は
と
て
も

大
切
で
す
。市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
・
親
睦
の

積
み
重
ね
が
、相
互
理
解･

信
頼
を
深
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、特
に
青
少
年
分
野
の
交
流

は
、市
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
の
面
か
ら

も
、そ
の
影
響
と
期
待
は
大
き
な
も
の
で
す
。

　
庄
原
市
で
は
、友
好
の
絆
で
結
ば
れ
た
両

市
の
関
係
が
未
来
に
向
け
発
展
す
る
よ
う
、

今
後
も
国
際
交
流
事
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

綿

昭

平

本

友国

中
国
四
川
省
綿
陽
市

経
　
過

交
流
の
実
績

今
後
の
交
流

四
川
大
地
震
の
発
生

20
周
年
記
念
事
業
の
開
催

■交流経過

昭和58年（1983）～

平成元年（1989）～

平成２年（1990）

平成３年（1991）

平成８年（1996）

平成11年（1999）

平成12年（2000）

平成16年（2004）

平成20年（2008）

農業者大学校への農業技術研修生の受け入れ

広島県立大学留学生の受け入れ

四川省歌舞劇院庄原公演を実施
雷副市長を招聘し、庄原市で「経済技術友好協力協定」を締結

公式相互訪問の開始（庄原市から市長を団長に17人が綿陽市を訪問）

青少年相互訪問など友好協力事業を確認

青少年相互訪問の開始

友好協力協定締結10周年記念式典の開催（庄原市）

綿陽市文化芸術団公演開催（庄原市）

綿陽庄原友好小学校（綿陽市）、中国風友好休憩施設富楽（庄原市）を建設※

庄原市市制施行50周年記念事業　四川料理フェア・中国物産展開催

四川大地震発生に際し、募金活動を実施して義援金を贈呈

※建設資金の一部を双方が寄贈。「中国風友好休憩施設　富楽」は翌平成13年に落成。

年　　度 主な出来事

中国

四川省
成都成都

綿陽

広
島
県
庄
原
市
・
四
川
省
綿
陽
市

友
好
都
市
交
流
20
周
年

　
庄
原
市
は
、中
華
人
民
共
和
国
四
川
省
綿
陽
市
と
の
間
で
国
際
友
好

都
市
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
年
度
は
、平
成
２
年
に
旧
庄
原
市

と
綿
陽
市
と
の
間
で「
経
済
技
術
友
好
協
力
協
定
」を
締
結
し
て
20
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平成20年（2008）四川大地震が発生し、
綿陽市に大きな被害を及ぼした

　
友
好
協
定
締
結
20
周
年
を
記
念
し
た

式
典
な
ど
へ
の
公
式
行
事
に
参
加
す
る

市
民
友
好
訪
問
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー（
27
Ｐ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募  

集

め  ん よ  う

ぶ
ん 

せ
ん


